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 名古屋市緑区鳴子地区在住の 60歳代・70歳代のフラ未経験女性 18名 （開始
時平均年齢 71.4±5.1 歳）のうち研究期間において緊急入院及び家庭の事情に




 週 1回のフラレッスンを 36か月間実施し、レッスン開始前及びレッスン開始
後 36か月まで 3か月ごとに身体機能・運動機能・能力の検査を実施し、それぞ


























 本研究において 18 名中 14 名の対象者が 36 か月にわたり、1 回／週という頻
度で事業への参加が継続できたことは、フラを用いた介護予防事業の有用性の
一端を示しているものと考える。介護予防、高齢者の健康増進に向けた活動は、
医学、リハビリテーション分野にとどまらず政策的にも喫緊の課題であること
は明らかで、その手法についての検討は急がれる。また、介護予防事業を、身
体的活動と精神的活動に対する効果、中長期的（習慣的）効果、個人と地域へ
の効果などといった指標で検討する限り今のところ明確な効果は示されていな
い。そのため、今後はこのような観点からも、フラを用いた介護予防事業の有
効性について研究を進めたいと考える。 
 
【本研究の限界】 
 本研究は、対象者が在宅で自立した生活をしており、職業についている者や
ボランティアを行っている者も多く、本研究による介入効果を純粋に示すもの
ではないこと。また、身体機能・精神機能の経時的変化にかかる対象群を得て
いないこと。盲検化された方法でデータ収集が行われていないこと等の課題が
あることを認識している。介護予防事業の性格からこれらの課題を解消するこ
とは難しい点もあると思われるが、今後、研究計画の検討を重ねてより客観性
の高い研究としたい。 
 
 
